
就職試験作文・頻出テーマ別テンプレート

集（15 種類） 

📋 テンプレートの使い方 

各テンプレートの【】内を具体的な情報に置き換えてください。文字数は 600 字を基準

としていますが、制限に応じて調整してください。 

基本の 4 段構成を意識： 

• 序論（結論・主張）：全体の 10% 

• 理由・背景：全体の 20% 

• 具体例・体験談：全体の 50% 

• 結論・応用：全体の 20% 

 

🏆 【超頻出テーマ】（必須対策） 

1. 学生時代に力を入れたこと 

私が学生時代に最も力を入れたのは、【具体的な活動名（例：アルバイト先で

の業務改善）】です。 

 

【活動を始めた理由・背景（例：当時、店舗の○○に課題があり、改善したい

と考えたため）】でした。そこで私は【取り組みの概要】に挑戦することにし

ました。 

 

具体的には、まず【分析・調査したこと】を行いました。その結果、【発見し

た問題・課題】が明らかになりました。 

 

そこで以下の施策を実行しました。 

第一に、【具体的な行動 1】を実施しました。【詳細な内容・工夫した点】 



第二に、【具体的な行動 2】にも取り組みました。【困難だった点・乗り越え

た方法】 

 

この取り組みの結果、【具体的な成果・数値】を達成することができました。

また、【周囲からの評価・反応】も得ることができました。 

 

この経験を通じて、【学んだこと・身についた能力】の重要性を実感しまし

た。御社の【志望職種・部署】でも、この【具体的な能力・スキル】を活か

し、【具体的な貢献方法】で事業成長に貢献したいと考えています。 

記入例のポイント： 

• 数値で成果を示す（売上○%向上、効率○%改善など） 

• 困難と克服プロセスを具体的に 

• 志望職種との関連性を明確に 

2. 志望動機 

私が御社を志望する理由は、【業界を選ぶ理由】であり、その中でも特に御社

の【企業の特徴・強み】に強く魅力を感じるためです。 

 

【業界への関心を持ったきっかけ・背景】がきっかけでした。【具体的な体

験・出来事】を通じて、【業界の社会的意義・やりがい】を実感し、この分野

で働きたいと強く思うようになりました。 

 

数ある企業の中で御社を選んだ理由は三点あります。 

第一に、【企業の事業内容・サービスの具体名】における【具体的な取り組

み・実績】です。特に【詳細な事例・データ】は、他社にはない御社独自の強

みだと感じました。 

第二に、【企業理念・文化・働き方】に深く共感しました。【具体的なエピソ

ード・情報源】を通じて知った【具体的な取り組み事例】は、私の【価値観・

目指したい働き方】と合致します。 

第三に、【成長機会・キャリアパス】の充実です。【具体的な制度・機会】

は、私の【将来の目標・なりたい姿】を実現する理想的な環境だと考えていま

す。 

 



入社後は、【学生時代の経験・スキル】を活かし、まずは【具体的な初期目

標】に取り組みたいと思います。将来的には【中長期的な目標・キャリアビジ

ョン】を目指し、御社の【事業領域・ミッション】の実現に貢献したいと考え

ています。 

3. 自分の強み・長所 

私の最大の強みは【一つの強みに絞る（例：課題解決力）】です。 

 

この強みは、【強みを発揮した代表的な経験（例：大学のゼミ活動で研究チー

ムのリーダーを務めた際）】に最も顕著に現れました。【当時の状況・背景】

という状況でした。 

 

具体的には、【直面した課題・困難】という問題がありました。私はこれを解

決するため、以下のアプローチを取りました。 

 

まず、【分析・調査の方法】を実施し、【発見した原因・要因】を特定しまし

た。この分析により、【重要な気づき・洞察】が明らかになりました。 

 

次に、【解決策の立案・検討プロセス】を行い、【採用した解決策】を選択し

ました。実行にあたっては、【工夫した点・配慮したこと】を心がけました。 

 

【実行中の困難・挫折】もありましたが、【粘り強く取り組んだ内容・工夫】

により乗り越えました。 

 

結果として、【具体的な成果・改善結果】を達成し、【周囲からの評価・チー

ムへの影響】も得ることができました。 

 

この経験により、【課題解決のプロセス・手法】を体系的に身につけることが

できました。御社の【具体的な業務・職種】でも、この強みを活かして【具体

的な貢献内容・解決したい課題】に取り組み、事業の発展に寄与したいと考え

ています。 

4. 働くことの意義 

私にとって働くことの意義は、【個人的な価値観に基づく定義（例：自分の専

門性を通じて社会課題の解決に貢献すること）】です。 



 

この考えに至ったのは、【きっかけとなった体験・出来事】がきっかけでし

た。【体験の詳細・状況】において、【感じたこと・気づいたこと】を実感し

ました。 

 

具体的には、【詳細なエピソード】という経験です。【取り組んだ内容・果た

した役割】に取り組む中で、【困難・課題】に直面しました。しかし、【努

力・工夫した内容】により、【達成した成果・結果】を得ることができまし

た。 

 

この経験を通じて、【働くことで得られる価値・意義】を深く理解しました。

単に【表面的な働く理由】だけでなく、【より深い意義・社会との関係性】が

あることを実感したのです。 

 

また、【追加のエピソード・観察した事実】からも、働くことが【個人の成

長・社会への貢献・人との繋がり】において重要な役割を果たすことを学びま

した。 

 

将来は、御社の【事業分野・ミッション】を通じて、【具体的な社会貢献・価

値創造】を実現したいと考えています。特に【具体的な取り組み・目標】によ

り、【理想とする社会・状態】の実現に貢献し、働くことの真の意義を体現し

ていきたいと思います。 

5. 将来の目標 

私の将来の目標は、【具体的な目標・なりたい姿（例：○○分野のスペシャリ

ストとして、業界の発展に貢献すること）】です。 

 

この目標を設定した背景には、【目標設定のきっかけ・動機】があります。

【具体的な体験・出来事】を通じて、【感じたこと・気づいたこと】を実感

し、このような目標を持つようになりました。 

 

目標実現のために、私は段階的なプランを考えています。 

 

【短期目標（入社後 1-3 年）】として、まず【具体的な取り組み・習得したい

スキル】に注力します。具体的には、【詳細な行動計画・学習内容】を通じ

て、【目指す成果・レベル】を達成したいと考えています。 



 

【中期目標（入社後 3-5 年）】では、【より高度な目標・責任ある役割】を目

指します。【具体的な職務・プロジェクト】において【期待する成果・影響】

を創出し、【チーム・部署・会社への貢献】を実現したいと思います。 

 

【長期目標（入社後 5 年以降）】として、【最終的に目指す姿・ポジション】

になることを目標としています。【業界・社会への影響・貢献内容】を通じ

て、【理想とする状態・価値創造】を実現したいと考えています。 

 

この目標達成のために、学生時代に培った【関連するスキル・経験】と、御社

で得られる【成長機会・学習環境】を最大限に活用します。特に【具体的な活

用方法・取り組み姿勢】を心がけ、着実に目標に向かって成長していきたいと

思います。 

 

📚 【頻出テーマ】（時間があれば対策） 

6. 困難を乗り越えた経験 

私が学生時代に直面した最も大きな困難は、【具体的な困難・課題（例：所属

するサークルでの部員間の対立問題）】でした。 

 

【困難の発生した背景・状況】という状況で、【具体的な問題・対立内容】が

発生しました。【影響・深刻さ】という深刻な状況となり、【自分の立場・責

任】として何とか解決しなければならないと感じました。 

 

当初は【最初に取った行動・アプローチ】を試みましたが、【うまくいかなか

った理由・新たな課題】という結果に終わりました。この失敗から【学んだこ

と・気づいたこと】を得て、アプローチを変更する必要があることを理解しま

した。 

 

そこで、【新しいアプローチ・解決策】を採用しました。具体的には： 

第一に、【具体的な行動 1・工夫】を実行しました。 

第二に、【具体的な行動 2・配慮】にも取り組みました。 

第三に、【具体的な行動 3・継続的な努力】を続けました。 

 



これらの取り組みにより、【段階的な改善・進展】が見られるようになりまし

た。最終的には【最終的な解決・成果】を実現することができ、【関係者から

の評価・信頼回復】も得ることができました。 

 

この経験から、【困難に対する向き合い方・解決のプロセス】を学びました。

御社でも困難な状況に直面した際には、この【具体的なスキル・姿勢】を活か

し、【期待される貢献・解決への取り組み】で組織に貢献したいと考えていま

す。 

7. チームワークを発揮した経験 

私がチームワークを最も発揮したのは、【チーム活動の内容（例：大学祭実行

委員会での企画運営）】での経験です。 

 

【チームの構成・目標】というチームで、【担当した役割・責任】を務めまし

た。しかし、【チーム内の課題・困難】という問題に直面しました。 

 

この状況を改善するため、私は【チームワーク向上のための取り組み】に注力

しました。 

 

まず、【コミュニケーション改善の取り組み】を実施しました。【具体的な方

法・工夫】により、【得られた効果・変化】を実現しました。 

 

次に、【役割分担・協働体制の改善】にも取り組みました。【各メンバーの特

性・強み】を分析し、【最適な配置・分担方法】を提案・実行しました。 

 

さらに、【モチベーション維持・団結力向上】のための施策も実行しました。

【具体的な取り組み・イベント】を企画し、【チーム全体の一体感・やる気向

上】を図りました。 

 

これらの取り組みにより、チーム全体の【パフォーマンス向上・協力関係】が

大幅に改善されました。最終的に【目標達成・成功した結果】を実現し、【外

部からの評価・表彰】も受けることができました。 

 

この経験から、【チームワークの本質・重要な要素】を学びました。御社で

も、この【協調性・チームビルディング能力】を活かし、【組織への貢献・チ

ーム成果向上】に寄与したいと考えています。 



8. リーダーシップを取った経験 

私がリーダーシップを発揮した代表的な経験は、【リーダーとして活動した内

容（例：ボランティア団体の代表として地域清掃活動を企画・運営）】です。 

 

【リーダーになった経緯・背景】により、【チーム規模・期間】のリーダーを

務めることになりました。【当初の課題・困難な状況】という厳しい状況から

のスタートでした。 

 

リーダーとして、私は以下の点を重視しました。 

 

第一に、【ビジョン設定・目標共有】です。【具体的な取り組み・方法】によ

り、メンバー全員が【共通の目標・方向性】を持てるように努めました。 

 

第二に、【メンバーのモチベーション管理】に注力しました。【個々のメンバ

ーの特性・状況】を理解し、【個別の配慮・サポート】を行いました。 

 

第三に、【意思決定・問題解決】においては、【決断力・責任感】を持って臨

みました。【困難な判断・対立する意見】があった際も、【公平性・論理性】

を重視して決定を下しました。 

 

【プロジェクト進行中の困難・危機】という試練もありましたが、【危機管

理・チーム結束】により乗り越えました。【具体的な対処・工夫】が功を奏

し、チーム一丸となって取り組むことができました。 

 

最終的に【目標達成・成功した結果】を実現し、【メンバーからの信頼・外部

評価】も得ることができました。 

 

この経験により、【リーダーシップの本質・必要な資質】を身につけました。

御社でも、この【指導力・統率力】を活かし、【チーム運営・プロジェクト推

進】において貢献したいと考えています。 

9. 失敗から学んだこと 

私の学生時代最大の失敗は、【具体的な失敗内容（例：サークルの新歓イベン

トで企画の準備不足により参加者に迷惑をかけた）】です。 

 



【失敗の背景・状況】という状況で、私は【自分の行動・判断ミス】をしてし

まいました。【具体的な失敗の詳細・経緯】により、【被害・影響】という結

果を招いてしまいました。 

 

当時の私は【失敗の原因・甘い考え】があり、【準備不足・認識の甘さ】が根

本的な原因でした。【周囲への影響・迷惑】を考えると、非常に申し訳ない気

持ちでいっぱいでした。 

 

この失敗を受けて、私は以下の改善に取り組みました。 

 

まず、【反省・原因分析】を徹底的に行いました。【具体的な分析方法・気づ

いたこと】により、【根本原因・改善すべき点】を明確にしました。 

 

次に、【具体的な改善行動・対策】を実行しました。【新しい取り組み・習慣

化】により、【能力向上・意識変革】を図りました。 

 

さらに、【再発防止・システム化】にも取り組みました。【具体的な仕組み・

チェック体制】を構築し、同様の失敗を防ぐ体制を整えました。 

 

これらの改善により、【その後の成果・変化】を実現することができました。

【具体的な成功例・評価向上】により、失敗からの成長を実感することができ

ました。 

 

この経験から、【失敗への向き合い方・学習能力】の重要性を学びました。御

社でも、失敗を恐れずに挑戦し、もし失敗した場合には【迅速な改善・継続的

な成長】により、組織に貢献したいと考えています。 

10. 理想の社会人像 

私の理想の社会人像は、【具体的な理想像（例：専門性を持ちながら、周囲と

協働して社会課題の解決に貢献する人）】です。 

 

この理想像を持つようになったのは、【理想像設定のきっかけ・出会い】がき

っかけでした。【具体的な人物・体験】を通じて、【感銘を受けた内容・学ん

だこと】を深く実感しました。 

 

理想の社会人には、以下の要素が必要だと考えています。 



 

第一に、【専門性・スキル】です。【なぜ重要か・どのような専門性】が必要

で、【継続的な学習・成長】により常にアップデートしていく姿勢が重要だと

思います。 

 

第二に、【人間性・コミュニケーション能力】です。【協調性・思いやり】を

持ち、【多様な人との協働・関係構築】ができることが、現代社会では特に重

要だと感じています。 

 

第三に、【社会貢献への意識】です。【個人の利益・成長】だけでなく、【社

会全体・次世代への責任】を意識した行動ができることが理想だと考えていま

す。 

 

現在の私は、【現在の自分の状況・課題】という状況です。理想像に近づくた

め、【具体的な取り組み・努力】を継続しています。【学習内容・実践してい

ること】により、【現在の成長・進歩】を実感しています。 

 

御社に入社後は、【会社での成長機会・環境】を活用し、理想の社会人像に向

けて成長したいと考えています。特に【具体的な取り組み・目標】を通じて、

【会社・社会への貢献】を実現し、理想とする社会人として活躍したいと思い

ます。 

 

🎯 【応用テーマ】（差別化のため） 

11. 挫折体験とその克服 

私が経験した最大の挫折は、【具体的な挫折内容（例：大学受験での第一志望

不合格）】でした。 

 

【挫折に至る経緯・努力】を重ねていましたが、【結果・現実】という厳しい

現実に直面しました。【当時の心境・感情】で、【自信喪失・失望感】に陥り

ました。 

 

しかし、この挫折から立ち直るため、【立ち直りのきっかけ・サポート】を得

て、【新しい視点・考え方】を持つようになりました。 



 

挫折を克服するため、以下の取り組みを行いました。 

 

【自己分析・振り返り】を通じて、【挫折の原因・改善点】を客観的に分析し

ました。【気づいた問題・課題】を明確にし、今後の行動指針としました。 

 

【新たな目標設定・計画立案】により、【現実的な目標・段階的なアプロー

チ】を設定しました。【具体的な行動計画・タイムライン】を作成し、着実に

進歩していける体制を整えました。 

 

【継続的な努力・改善】を重ね、【小さな成功・達成感】を積み重ねていきま

した。【支援してくれた人・環境】に感謝しながら、【粘り強い取り組み・成

長】を続けました。 

 

結果として、【克服後の成果・新たな成功】を実現し、【自信回復・さらなる

成長】を遂げることができました。 

 

この経験から、【挫折との向き合い方・成長の機会】として捉える重要性を学

びました。御社でも困難に直面した際には、この【レジリエンス・成長思考】

を活かし、【前向きな取り組み・継続的な改善】により貢献したいと考えてい

ます。 

12. 価値観・信念について 

私の人生において最も大切にしている価値観は【具体的な価値観（例：誠実

さ）】です。 

 

この価値観が形成されたのは、【形成された背景・体験】がきっかけでした。

【具体的な出来事・影響を受けた人】により、【価値観の重要性・意義】を深

く理解するようになりました。 

 

この価値観は、私の行動や判断に大きな影響を与えています。 

 

【具体例 1】では、【状況・判断が必要な場面】において、【価値観に基づい

た行動・選択】をしました。【困難・葛藤】もありましたが、【信念を貫いた

結果・得られた成果】により、価値観の重要性を再確認しました。 

 



【具体例 2】でも、【別の状況・チャレンジ】において、【価値観を軸とした

判断・行動】を取りました。【周囲の反応・評価】を得て、【価値観が持つ

力・影響】を実感しました。 

 

この価値観は、将来の仕事においても重要な指針となると考えています。 

 

御社の【企業理念・価値観・文化】と私の価値観は【共通点・一致する部分】

があり、【共感する理由・魅力を感じる点】を強く感じています。 

 

入社後は、この価値観を基盤として【仕事への取り組み・顧客対応・チームワ

ーク】において【具体的な行動・貢献方法】を実践したいと考えています。特

に【具体的な場面・業務】では、【価値観を活かした取り組み・期待される成

果】により、御社の発展に寄与したいと思います。 

13. 社会問題への関心 

私が最も関心を持っている社会問題は【具体的な社会問題（例：高齢化社会に

おける介護問題）】です。 

 

この問題に関心を持ったきっかけは、【関心を持った体験・背景】でした。

【具体的な出来事・見聞きしたこと】により、【問題の深刻さ・影響】を身近

に感じるようになりました。 

 

この社会問題について、私は【自分なりの分析・理解】を深めてきました。

【調査・学習した内容】により、【問題の構造・根本原因】を理解し、【現在

の対策・課題】についても学習しました。 

 

学生として、この問題に対して【具体的な取り組み・行動】を行ってきまし

た。 

 

【取り組み 1】では、【具体的な活動・参加したこと】に参加し、【得られた

経験・気づき】を得ました。 

 

【取り組み 2】としては、【別の活動・継続的な取り組み】も行い、【成果・

影響】を実感することができました。 

 



これらの経験を通じて、【問題解決への想い・使命感】をより強く持つように

なりました。 

 

将来は、御社の【事業内容・サービス・ミッション】を通じて、この社会問題

の解決に【具体的な貢献・アプローチ】をしたいと考えています。特に【具体

的な方法・取り組み】により、【理想とする社会・改善したい状況】の実現に

寄与したいと思います。 

 

私の【学んだスキル・経験】と御社の【強み・リソース・ネットワーク】を組

み合わせることで、【期待される効果・価値創造】を生み出せると確信してい

ます。 

14. 企業選択の基準 

私が就職活動において企業を選択する基準は、【主要な選択基準 3つ】です。 

 

第一の基準は【基準 1（例：成長環境の充実）】です。【なぜ重要か・価値観

との関係】であり、【具体的に求めること・期待すること】を重視していま

す。【学生時代の体験・気づき】から、この基準の重要性を実感しています。 

 

第二の基準は【基準 2（例：社会貢献性の高さ）】です。【基準設定の背景・

理由】があり、【仕事を通じて実現したいこと・目標】と密接に関わっていま

す。 

 

第三の基準は【基準 3（例：チームワークを重視する文化）】です。【過去の

経験・学んだこと】から、【協働の重要性・価値】を深く理解し、この基準を

設定しています。 

 

これらの基準に照らして、御社は理想的な企業だと考えています。 

 

【基準 1 への適合性】については、御社の【具体的な制度・環境・取り組み】

が私の求める【成長機会・学習環境】と完全に一致しています。 

 

【基準 2 への適合性】では、御社の【事業内容・ミッション・社会への影響】

が私の【価値観・目指したい貢献】と合致しています。 

 



【基準 3への適合性】については、【企業文化・働き方・チーム体制】が私の

【理想とする働き方・人間関係】と一致しています。 

 

さらに、【追加の魅力・差別化ポイント】も御社を選択する重要な理由です。

【具体的な特徴・強み・将来性】は、私の【キャリア目標・成長意欲】を実現

する上で非常に魅力的だと感じています。 

 

入社後は、これらの環境を最大限に活用し、【具体的な貢献・成果創出】によ

り、御社の発展に寄与したいと考えています。 

15. 10 年後の自分 

10年後の私は、【具体的な将来像（例：○○分野のエキスパートとして、チー

ムを率いて新規事業を成功に導く人材）】になっていたいと考えています。 

 

この将来像を設定した理由は、【将来設定の動機・背景】があります。【現在

の社会状況・業界動向】と【自分の価値観・やりがい】を考慮し、【このよう

な貢献・役割】を果たしたいと強く思っています。 

 

10年間の成長ステップとして、以下のように考えています。 

 

【1-3 年目】では、【初期の目標・取り組み】に注力します。【具体的なスキ

ル習得・経験蓄積】を通じて、【基礎的な能力・専門性】を身につけたいと思

います。 

 

【4-6年目】には、【中期の目標・責任範囲拡大】を目指します。【より高度

な業務・リーダーシップ】を発揮し、【チーム・プロジェクトでの成果】を創

出したいと考えています。 

 

【7-10年目】で、【長期目標・理想の実現】に到達したいと思います。【エキ

スパートとしての地位・影響力】を築き、【業界・社会への貢献】を果たした

いと考えています。 

 

この目標実現のために、現在から【継続的な学習・スキル向上】に取り組んで

います。【具体的な取り組み・準備】により、【必要な基礎・知識】を蓄積し

ています。 

 



御社は、この将来目標を実現する最適な環境だと確信しています。【会社の成

長性・事業展開・キャリアパス】は、私の【10年後の目標・なりたい姿】と完

全に合致しています。 

 

特に【具体的な事業・部署・機会】は、私の【専門性向上・リーダーシップ発

揮・社会貢献】を実現する理想的な場だと考えており、ここで着実に成長し、

10年後の目標達成を実現したいと思います。 

 

📝 テンプレート活用のコツ 

1. 具体性を重視する 

• 数値、固有名詞、詳細な描写を使用 

• 「頑張った」→「毎日 2 時間、3 ヶ月間継続した」 

2. ストーリー性を持たせる 

• 状況→行動→結果の流れを明確に 

• 読み手が情景を想像できるレベルの詳細さ 

3. 企業との接点を明確に 

• 必ず「御社でどう活かすか」で締める 

• 志望企業の事業内容を具体的に調査して記載 

4. 差別化を図る 

• ありきたりな表現を避ける 

• 自分だけのユニークな体験・視点を盛り込む 

5. 論理性を保つ 

• PREP 法（結論→理由→具体例→結論）を厳守 

• 因果関係を明確に示す 

 



🎯 文字数別調整法 

400 字の場合 

• 具体例を 1 つに絞る 

• 背景説明を簡潔にする 

• 結論部分を短縮する 

800 字の場合 

• 具体例を 2 つに増やす 

• より詳細な描写を追加 

• 企業への応用部分を充実させる 

1200 字の場合 

• 複数の視点・角度から論述 

• 関連する追加エピソードを挿入 

• より深い分析・考察を含める 

 

このテンプレート集を活用して、あなたの魅力が最大限に伝わる作文を作成してくだ

さい。成功をお祈りしています！ 


